








































第 1項 高齢期における ｢自立｣の重要性とは












































































































































































































































































高齢社会白書 (2008年版) (2008:18-21)内の内閣府 ｢高齢者の住宅と生活環境に
関する意識調査｣ (2005年)によると､60歳以上の高齢者による子どもとの同居に関す































内閣府 ｢高齢者の生活と意識に関する国際比較調査｣ (2010年) (家族と同居している

















































金子 (2003:7)は､ ｢役割縮小過程｣ として高齢者の現状をとらえてみると､ ｢役割













































































青木邦男 (2002) ｢億療指導教室参加高齢者の自尊感情の変化に関連する要因｣ 『社会福
祉学』43(1),188-200.
岩田 紀 (1994)『心理尺度ファイル-人間と社会を測る-』堀 洋道 ･山本真理子 ･松
井 豊編 垣内出版.
金子 勇 (2003) ｢高齢者類型ごとの生きがいを求めて｣ 『生きがい研究』9,4-18.
国分久子 (1994)『｢ふれあい｣ と ｢つきあい｣の心理学 人生が豊かになる生き方のヒ
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内閣府 (2008) 『高齢社会白書 (平成20年版)』佐伯印刷.










































































































































































































































内閣府の ｢高齢者の地域社会-の参加に関する意識調査｣ (2008年) (複数回答)によ
ると､高齢者のグループ活動-の参加割合は､男性では64.0%､女性では55.1%という結
果であり､前回の同調査 (2003年)と比較すると､男性､女性ともに参加割合が増加して
いる｡その具体的な活動としては､男性では ｢健康･スポーツJ と回答した者が 35.1%と






方､女性では､ ｢友人 ･仲間のすすめ｣と回答した者が44.9%と最も高く､次いで､ ｢個
人の意思で (問題意識や解決したい課題を持って)｣ ｢自治会 ･町内会の誘い｣が続いて
いる｡なお､グループ活動に参加しなかった理由として､男性では､ ｢健康 ･体力に自信
がないから｣と回答した者が33.8%と最も高く､次いで､ ｢家庭の事情があるから｣ ｢気
軽に参加できる活動が少ないから｣ ｢同好の友人 ･仲間が少ないから｣ ｢どのような活動
なのか知らないから｣が続いている.一方､女性では､ ｢健康 ･体力に自信がないから｣


























































































































河合千恵子 ･下仲順子 (1992) ｢老年期におけるソー シャルサポートの授受 別居家族と
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w地ct血血en)と脱親性尺度得点 (P得点 :post･pare血 ood)を平均値によって高低群に





図2 子ども満足度 ･脱親性類型 (括弧内は人数)
(5)ソー シャルサポート授受実績尺度
ソー シャルサポート授受実績尺度は､野口 (1991:40-42)が作成した ｢手段的サポー






































ソー シャルサポート授受評価尺度は､野口 (1991:40-42)が作成した ｢手段的サポー














































男性 脱親性の獲得 高 82 38.96 5.03
低 58 35.07 5.45
t=4.36★★★
女性 脱親性の獲得 高 61 38.75 5.55





















表8 子ども満足度 ･脱親性叛型が自尊感情に与える影響 (ONEWAY)
CP型 Cp型 cP型 q型 F値
男性 N 58 21 24 37 8.86☆東女Mean 39.60 36.81 37.2 34.08
SD 4.98 5.71 4.92 5.ll

































































































































































河合千恵子 ･下仲順子 (1992) ｢老年期におけるソー シャルサポー トの授受 別居家族と
の関係の検討｣ 『老年社会科学』14,63-71.
前田尚子 (1988) ｢老年期の友人関係一別居子関係との比較検討-｣ 『社会老年学』28,
58-70.
増田光吉 (1972)『講座 日本の老人 第3巻 老人と家族の社会学』那須宗一 ･増田光
吉編 垣内出版.
森岡清美 (1983) 『新しい家族社会学』森岡清美 ･望月 嵩編 培風館.
直井道子 (1993) 『高齢者と家族一新しいつながりを求めて』サイエンス社.





Rosow,Ⅰ. (1974) "Socializationtooldage'UmiversityofCalifomi Press. (嵯峨
座晴夫監訳 『高齢者の社会学』早稲田大学出版部).
高橋正人 (1989) ｢老人家族の変容｣ 『看護研究』22(2),47-55.
高橋正人 (1991) ｢老夫婦の配偶者満足度一東京都内の団地調査から-｣ 『社会老年学』
33,15-25.
山根常男 (1972)『講座 日本の老人 第3巻 老人と家族の社会学』那須宗一 ･増田光
吉編 垣内出版.
山本真理子 ･松井 豊 ･山成由紀子 (1994) 『心理尺度ファイルー人間と社会を測る-』
堀 洋道 ･山本真理子 ･松井 豊編 垣内出版.


























































































































































































































































男 性 女 性
子ども満足度 -.298☆ (N=66) -.369☆** (N=144)
























CL型 C1型 cL型 cl型 F値
男性 N 22 20 5 25 3.84☆☆Mean 34.95 39.85 40.20 42.00
SD 8.94 5.44 7.66 6.76
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配偶者満足度 家族内孤立 高 26 17.35 5.92
低 82 20.29 4.39
t=-2.34☆
子ども満足度 家族内孤立 高 51 20.29 3.51
低 116 21.59 3.59
t=-2.16☆
子ども配偶者満足度 家族内孤立 高 49 18.14 4.57














家族内孤立 高 55 41.04 8.68



































友人有り群 家族内孤立 高 40 38.75 8.30
低 102 36.14 8.09
t=1.72
地域社会参加度高群 家族内孤立 高 17 41.47 7.51
低 33 38.21 8.37
t=1.35
地域社会参加度低群 家族内孤立 高 29 39.97 8.88









表25 家族内孤立が個としての高齢者 (意識獲得)に与える影響 (t･teSt)
N Mean SD
独居志向項目(D● 家族内孤立 高 53 4.34 0.94
低 118 4.31 1.04
t=0.16
独居志向項目② 家族内孤立 高 53 4.09 1.29低 117 3.24 1.52
t=3.78☆☆☆
独居志向項目③ 家族内孤立 高 53 4.38 0.97
低 117 3.48 1.39
t=4.87☆☆☆
独居志向項目④ 家族内孤立 高 53 4.06 1.23
低 115 3.31 1.37
t=3.51☆☆
独居志向項目⑤ 家族内孤立 高 53 4.28 1.18
低 116 3.51 1.40
78
独居志向項目⑥ 家族内孤立 高 53 4.58 0.72
低 115 3.95 1.35
t=3.98☆☆☆
独居志向項目⑦ 家族内孤立 高 53 4.47 0.89
低 116 3.69 1.39
t=4.41☆☆☆
独居志向尺度 家族内孤立 高 53 30.21 5.78






















表26 個としての高齢者 (意識獲得)が家族満足度に与える影響 (t-test)
N Mean SD
配偶者満足度 意識獲得 高 66 19.23 5.25
低 46 20.37 4.29
t=-1.22
子ども満足度 意識獲得 高 108 21.10 3.86
低 57 21.54 3.32
t=-0.73
子ども配偶者満足度 意識獲得 高 93 18.80 4.82




















表27 個としての高齢者 (意識獲得)が子ども配偶者満足度に与える影響 (七一test)
N Mean SD
息子満足度 .高群 意識獲得 高 36 21.44 3.35
低 16 21.94 3.02
t=0.50
息子満足度 .低群 意識獲得 高 28 15.29 4.97





表28 個としての高齢者 (意識獲得)と友人の有無との関係性 (x2検定)
友人あり 友人なし 合 計
意識獲得 高 92(90.8) 16(17.2) 108
低 51(52.2) ll(9.8) 62
( )内は期待度数
81
表29 個としての高齢者 (意識獲得)と地域社会参加度との関係性 (x2検定)
地域社会参加度 地域社会参加度高群 低群 合 計
意識獲得 高 34(33.6) 63(63.4) 97























表30 個としての高齢者 (意識獲得)が孤独感に与える影響 (七･test)
N Mean SD
意識獲得 高 115 38.75 8.99
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青木 (2002:188-200)も､高齢者が現有の心身の健康度と社会 ･文化的経験 ･能力





























































































































まず､ ｢これから迎える高齢期における生き方｣について､ ｢友人 ･仲間との交流を深
める｣ (55歳～59歳 :48.8%､60歳～64歳 :51.6%)が最も高く､次いで､ ｢趣味やス
ポーツなどを満喫｣(55歳～59歳 :44.5%､60歳～64歳 :44.9%)が続いており､以下､
｢自然と触れ合いの中で暮らす｣ (55歳～59歳 :43.2%､60歳～64歳 :40.4%)､ ｢働
き続ける｣ (55歳～59歳 :35.1%､60歳～64歳 :31.2%)､ ｢都合のよい時間にだけ働































































































































60歳～64歳 84(40.4%) 124(59.6%) 208(100.0%)
65歳～69歳 63(44.4%) 79(55.6%) 142(100.0%)
70歳～74歳 61(50.4%) 60(49.6%) 121(100.0%)
75歳 以上 57(52.3%) 52(47.7%) 109(100.0%)
合計 265(45.7%) 315(54.3%) 580
単独世帯 夫婦のみの世帯 同居子との世帯(夫婦も含む) その他 合計
60歳～64歳 ll(5.3%) 85(40.9%) 98(47.1%) 14(6.7%) 208(100.0%)
65歳～69歳 13(9.2%) 77(54.2%) 47(33.1%) 5(3.5%) 142(10.0%)
70歳～74歳 14(ll.6%) 67(55.4%) 36(29.8%) 4(3.3%) 121(100.0%)



















































































































なお､個としての高齢者類型の構成方法は､独居志向尺度 (意識獲得)得点 (C得点 :
consciousness)と独居志向尺度 (環境確保)得点 (E得点 :environment)を平均値によ










齢者 (意識獲得)及び個としての高齢者 (環境確保)と孤独感との関連性 (②)､個とし






















意識獲得 N Mean SD F値
60歳～64歳 207 25.90 5.73 2.678☆5 9 141 403 636
70歳～74歳 117 25.02 7.10
75歳 以上 104 25.75 6.97
環境確保 N Mean SD F値
60歳～64歳 206 22.49 5.20 4.080☆☆5 9 142 32 46






































































60歳～64歳 N Mean SD F値
ce型 47 48.87 8.40 7.704☆★★E 39 233 915
Ce型 51 50.35 8.93
CE型 67 44.55 9.90
65歳～69歳 N Mean SD F値
伐 型 41 50.32 8.61 3.900貴女cE 36 4597 42















































60歳～64歳 N Mean SD F値
α 型 46 35.09 4.38 9.901☆☆☆eE 0 973 77
Ce型 52 34.10 5.33
CE型 67 38.28 5.68
65歳～69歳 N Mean SD F値
ce型 41 33.54 5.37 5.001☆☆E 37 630 486
Ce型 22 33.95 5.74
CE型 41 37.63 5.36
70歳～74歳 N Mean SD F値
ce型 30 35.97 5.36 7.430☆☆☆E 25 86 83
Ce型 15 31.07 3.59
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性は ｢健康･スポーツ｣ (35.1%)､ ｢地域行事｣ (29.4%)､ ｢趣味｣ (16.8%)､ ｢生
活環境改善｣(13.7%)の順に高く､女性は｢健康･スポーツ｣(26.5%)､｢趣味｣(23.2%)､


















































































































60歳～64歳 84(40.4%) 124(59.6%) 208(100.0%)
65歳～69歳 63(44.4%) 79(55.6%) 142(100.0%)
70歳～74歳 61(50.4%) 60(49.6%) 121(100.0%)
75歳 以上 57(52.3%) 52(47.7%) 109(100.0%)
合計 265(45.7%) 315(54.3%) 580
単独世帯 夫婦のみの世帯 同居子との世帯(夫婦も含む) その他 合計
家族内孤立低群 29(5.9%) 248(50.5%) 195(39.7%) 19(3.9%) 491(100.0%)
家族内孤立高群 17(21.8%) 38(48.7%) 18(23.1%) 5(6.4%) 78 (100.0%)





















































































































































































表48 学習活動に関する参加状況 (性別) (複数回答)
順位 男性 女性
① カルチャーセンターなどの民間団 28(10.7%) カルチャーセンターなどの民間団 72(23.8%)
体が行う学習活動 体が行う学習活動
② 公的機関が高齢者専用に設けてい 24(9.2%) 公的機関が高齢者専用に設けてい 40(13.2%)
る高齢者学級や教養講座 る高齢者学級や教養講座
③ 公的機関や大学などが開催する一般市民向けの公開講座 22(8.4%) その他 23(7.6%)
④ その他 10(3.8%) 公的機関や大学などが開催する一般市民向けの公開講座 21(6.9%)
⑤ 通信手段を用いて自宅にいながら 7(2.7%) 通信手段を用いて自宅にいながら 14(4.6%)
できる学習 できる学習
⑥ 各種専門学校､大学や大学院-の進 0 各種専門学校､大学や大学院-の進 1(0.3%)
学 学









N Mean SD T値
































表50 グループ活動に関する参加状況 (性別) (複数回答)
順位 男性 女性
(D 健康やスポーツに関するグループ活動 55(21.5%) 健康やスポーツ以外の趣味に関す 78(25.7%)るグループ活動
② 地域行事に関するグループ活動(主 47(18.4%) 健康やスポーツに関するグループ活動 63(20.7%)にお祭りなどのイベント活動)
③ 生活環境改善に関するグループ括 38(14.8%) 高齢者-の支援に関するグループ 41(13.5%)
動 (主に清掃などの活動) 活動
④ 安全管理に関するグループ活動(主 33(12.9%) 地域行事に関するグループ活動(主 40(13.2%)
に地域の防犯.防災に関する活動) にお祭りなどのイベント活動)
⑤ 健康やスポーツ以外の趣味に関す 32(12.5%) 生活環境改善に関するグループ活 40(13.2%)
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⑥ 高齢者-の支援に関するグループ活動 17(6.6%) 安全管理に関するグループ活動(主 16(5.3%)に地域の防犯 .防災に関する活動)
⑦ その他 14(5.5%) 子育て支援に関するグループ活動 ll(3.6%)
⑧ 子育て支援に関するグループ活動 9(3.5%) その他 10(3.3%)























N Mean SD T値
健康やスポーツ以外の趣味
男性女 261 0.13 0.33303 26 44 -4.04☆☆☆
地域行事
男性女 256 0.18 0.39304 3 44 1.67+
安全管理
男性女 256 0.13 0.34304 05 22 3.10☆☆
高齢者-の支援





では62名 (18.0%)､70歳以上では38名 (17.4%)とい う結果であった｡次いで､両年
代共に､ ｢公的機関が高齢者専用に設けている高齢者学級や教養講座｣ ｢公的機関や大学
などが開催する一般市民向けの公開講座｣が続いている｡
表52 学習活動に関する参加状況 (年代別) (複数回答)
順位 60歳代 70歳以上
① カルチャーセンターなどの民間団 62(18.0%) カルチャーセンターなどの民間団 38(17.4%)
体が行う学習活動 体が行う学習活動
② 公的機関が高齢者専用に設けてい 29(8.4%) 公的機関が高齢者専用に設けてい 35(16.0%)
る高齢者学級や教養講座 る高齢者学級や教養講座
③ 公的機関や大学などが開催する- 23(6.7%) 公的機関や大学などが開催する- 20(9.1%)
般市民向けの公開講座 般市民向けの公開講座
㊨ その他 20(5.8%) その他 13(5.9%)
⑤ 通信手段を用いて自宅にいながら 10(2.9%) 通信手段を用いて自宅にいながら ll(5.0%)
できる学習 できる学習
⑥ 各種専門学校､大学や大学院-の進 1(0.3%) 各種専門学校､大学や大朝完-の進 0
学 学
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なお､ ｢参加していない｣と回答した者は､60歳代では 241名 (69.9%)､70歳以上










プ活動｣ ｢生活環境改善に関するグループ活動｣ ｢地域行事に関するグループ活動｣ ｢安
全管理に関するグループ活動｣が続いている｡





表 53 グループ活動に関する参加状況 (年代別) (複数回答)
順位 60歳代 70歳以上
① 健康やスポーツに関するグループ活動 79(23.1%) 健康やスポー少以外の趣味に関す 40(18.3%)るグループ活動
② 健康やスポーツ以外の趣味に関す 70(20.5%) 健康やスポーツに関するグループ活動 39(17.9%)るグループ活動
③ 地域行事に関するグループ活動(主 57(16.7%) 生活環境改善に関するグループ活 36(16.5%)
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④ 生活環境改善に関するグループ活 42(12.3%) 地域行事に関するグループ活動(主 30(13.8%)
動 (主に清掃などの活動) にお祭りなどのイベント活動)
⑤ 高齢者-の支援に関するグループ活動 39(ll.4%) 安全管理に関するグループ活動(主 19(8.7%)に地域の防犯 .防災に関する活動)
⑥ 安全管理に関するグループ活動(主 30(8.8%) 高齢者-の支援に関するグループ活動 19(8.7%)に地域の防犯 .防災に関する活動)
⑦ 子育て支援に関するグループ活動 12(3.5%) その他 ll(3.6%)



















表54 学習活動に関する参加状況 (家族内孤立の程度別) (複数回答)
順位 家族内孤立 高群 家族内孤立 低群
① カルチャーセンターなどの民間団 19(25.3%) カルチャーセンターなどの民間団 80(16.7%)
体が行う学習活動 体が行う学習活動
② 公的機関が高齢者専用に設けてい ll(14.7%) 公的機関が高齢者専用に設けてい 53(ll.1%)
る高齢者学級や教養講座 る高齢者学級や教養講座
③ 公的機関や大学などが開催する- 7(9.3%) 公的機関や大学などが開催する- 35(7.3%)
般市民向けの公開講座 般市民向けの公開講座
④ その他 7(9.3%) その他 22(4.6%)
⑤ 通信手段を用いて自宅にいながら 3(4.0%) 通信手段を用いて自宅にいながら 15(3.1%)
できる学習 できる学習






表55 グループ活動に関する参加状況 (家族内孤立の程度別) (複数回答)
順位 I 家族内孤立 高群 家族内孤立 低群
① 健康やスポーツ以外の趣味に関す 17(22.7%) 健康やスポーツに関するグループ 104(21.9%)
るグ′レ-プ活動 活動
② 健康やスポーツに関するグループ 12(16.0%) 健康やスポーツ以外の趣味に関す 91(19.2%)
活動 るグループ活動
③ 高齢者-の支援に関するグループ 9(12.0%) 地域行事に関するグループ活動(主 80(16.9%)
活動 にお祭りなどのイベント活動)
④ 地域行事に関するグループ活動(主 7(9.3%) 生活環境改善に関するグループ活 72(15.2%)
にお祭りなどのイベント活動) 動 (主に清掃などの活動)
⑤ 生活環境改善に関するグループ活 4(5.3%) 高齢者-の支援に関するグループ活動 48(10.1%)動 (主に清掃などの活動)
⑥ 子育て支援に関するグループ活動 3(4.0%) 安全管理に関するグループ活動(主に地域の防犯 .防災に関する活動) 47(9.9%)
⑦ その他 3(4.0%) その他 21(4.4%)



















































N Mean SD T値
60歳代 高群 181 0.65 0.48低 62 7 4 -1.93+















N Mean SD T値
1女性 高群 183 0.56 0.50低 19 68 47 -2.18☆





N Mean SD T値




































































































































































N Mean SD T値
男性 高群 127 0.80 0.40低 6 67 7 2.34☆
60歳代 高群 183 0.85 0.36億# 6 74 44 2.55☆
両側検定 ☆p<.05,**p<.01
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N Mean SD T値
男性 有 185 46.45 8.37無 66 5414 902 6.27☆☆☆
女性 有 259 44.56 8.33無 43 512 940 6.84☆☆☆
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70歳以上 有 169 45.99 8.19無 40 5430 53 ･5.72☆☆☆

























































岩田 紀 (1994)『心理尺度ファイルー人間と社会を測る-』堀 洋道 ･山本真理子 ･松
井 豊編 垣内出版.
厚生労働省 (2003) 『厚生労働白書 (平成15年版)』ぎょうせい.





















豊 ･山成由紀子 (1994) 『心理尺度ファイルー人間と社会を測る-』
堀 洋道 ･山本真理子 ･松井 豊編 垣内出版.






































































































































































































責任者 生活科学部 教授 本村 汎
あなたについて､おうかがい致しますoそれぞれあてはまる番号に､
















3.農 ･林 ･漁業 (家族従事者も含む) 4.公務員 (教員も含む)






















1 2 3 ④ 5
というように､｢4｣に○をする｡





③敗北者だと思うことがよくある･････ 1 2 3
④物事を人並みには､うまくやれる ････ 1 2 3 4
⑤自分には､自慢できるところがあまりない 1 2 3 4 5
⑥自分に対して肯定的である ･･･････ 1 2 3 4 5
⑦だいたいにおいて､自分に満足している 1 2 3 4 5
⑧もっと自分自身を尊敬できるように
なりたい ･･･････････････ 1 2 3 4 5
⑨自分は全くだめな人間だと思うことがある 1 2 3 4 5
⑩何かにつけて､自分は役に立たない人間


























(4) (3)で､rl.収入の伴 う仕事をしている｣ とお答えのかたにおうかがい
致します｡どのようなお仕事をしていらっしゃいますか｡
1.会社員 2.自営商工サービス業 (家族従事者も含む)
3.農 ･林 ･漁業 (家族従事者も含む) 4.公務員 (教員も含む)











がありますか ･･････････ 1 2
?
③配偶者はあなたにとって信頼できる
人ですか ････････････ 1 2 3
? ?
④配偶者はあなたのことをたいてい
理解していますか ････････ 1 2 3 4 5
⑤全体的にみて､あなたは､配偶者に























3.農 ･林 ･漁業 (家族従事者も含む) 4.公務員 (教員も含む)























がありますか ･･････････ 1 2
③お子さんはあなたにとって信頼できる
人ですか ････････････ 1 2 3
?
④お子さんはあなたのことをたいてい
理解していますか ････････ 1 2 3 4
⑤全体的にみて､あなたは､お子さんに





1 2 3 ④ 5
というように､｢4｣に○をする｡
































1 2 3 ④ 5
というように､｢4｣に○をする｡
????????????????????
①買物 ･掃除 ･洗濯 ･食事の準備を
助ける ･････････････ 1
②病気の時に看護する ･･･････ 1
③金銭の貸し出しや経済的援助をする 1 2 3
④物をあげたり､おくったりする ･･ 1 2 3 4 5
⑤話し相手になる ･････････ 1 2 3 4 5
⑥悩みごとがあった時､相談にのる 1 2 3 4 5








例)｢少しそう思う｣ と思えば､ 思 思あ いど







①買物 ･掃除 ･洗濯 ･食事の準備を
助ける ･････････････ 1
②病気の時に看護する ･･･････ 1 5
③金銭の貸し出しや経済的援助をする 1 2 3 4 5
④物をあげたり､おくったりする･･ 1 2 3 4 5
⑤話し相手になる ･････････ 1 2 3 4 5
⑥悩みごとがあった時､相談にのる 1 2 3 4 5




1 2 3 ④ 5
というように､｢4｣に○をする｡
????????????????????





④物をあげたり､おくったりする･･ 1 2 3
⑤話し相手になる ･････････ 1 2 3 4










1 2 3 ④ 5
というように､｢4｣に○をする｡
???? ??? ???????? ????




③金銭の貸し出しや経済的援助をする 1 2 3
④物をあげたり､おくったりする･･ 1 2 3 4 5
⑤話し相手になる ･････････ 1 2 3 4 5














































































②私は人とのつきあいがない ･･････ 1 2
③私は頼りにできる人がだれもいない ･･ 1 2 3
④私はひとりばっちではない ･･････ 1 2 3 4
⑤私は親しい友だちの気心がわかる･･･ 1 2 3 4
⑥私は自分の周囲の人たちと共通点が
多い ････････････････ 1 2 3 4
⑦私は､今､誰とも親しくしていない ･･ 1 2 3 4
⑧私の興味や考えは､私の周囲の人たち
とはちがう･････････････ 1 2 3 4
⑨私は外出好きの人間である ･･････ 1 2 3 4
⑩私には親密感の持てる人たちがいる･･ 1 2 3 4
⑪私は疎外されている･･････ ･ ･･ 1 2 3 4
⑫私の社会的なっ な が り は う わべだけ の














⑬私をよく知っている人はだれもいない ･ 1 2 3
⑭私はほかの人たちから孤立している･･ 1 2 3 4
⑬私はその気になれば､人とつきあう
ことができる････････････ 1 2 3 4
⑱私を本当に理解している人たちが
いる ････････････････ 1 2 3 4
⑰私はたい-ん引っ込み思案なのでみじめ
である ･･･････････････ 1 2 3 4
⑬私には知人がいるが､気心の知れた人
はいない ･･････････････ 1 2 3 4
⑲私には話し合える人たちがいる････ 1 2 3 4


















がありますか ･･････････ 1 2
?
③配偶者はあなたにとって信頼できる
人ですか ････････････ 1 2 3
? ?
④配偶者はあなたのことをたいてい
理解していますか ････････ 1 2 3 4 5
⑤全体的にみて､あなたは､配偶者に


















がありますか ･･････････ 1 2
?
③お子さんはあなたにとって信頼できる
人ですか ････････････ 1 2 3
? ?
④お子さんはあなたのことをたいてい
理解していますか ････････ 1 2 3 4 5
⑤全体的にみて､あなたは､お子さんに











思いやりがありますか ･･････ 1 5
③お子さんの配偶者はあなたにとって
信頼できる人ですか ･･･････ 1 2 3 4 5
④お子さんの配偶者はあなたのことを
たいてい理解していますか ････ 1 2 3 4 5
⑤全体的にみて､あなたは､お子さんの














き りでいたい時にはいつでもそのよ 1 2 3
う にできることを望む ･･････
⑤自分の部屋で一人になることができ





1 2 3 4 5
⑦他人に邪魔されずに自分の意志で自
由に行動したい ･････････ 1 2 3 4 5














































下の枠内の ｢A.毎日｣～ ｢Ⅰ.全くない｣ の中から､一番近いもの
を選択し､( )の中に､あてはまる記号をユニ≧ご記入下さい｡






? ? ? ? ? ?
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1. 非常に感じる 2. 少し感じる
3. どちらともいえない 4. あまり感 じない

















②私は人とのつきあいがない ･･････ 1 2
③私は頼 りにできる人がだれもいない ･･ 1 2
④私はひとりばっちではない ･･････ 1 2
⑤私は親しい友だちの気心がわかる ･･･ 1 2
⑥私は自分の周囲の人たちと共通点が
多い ････････････････ 1 2 3
⑦私は今､誰とも親しくしていない ･･･ 1 2 3 4
⑧私の興味や考えは､私の周囲の人たち
とは違 う 1 2 3 4
⑨私は外出好きの人間である ･･････ 1 2 3 4
⑩私には親密感の持てる人たちがいる ･･ 1 2 3 4
⑪私は疎外されている ･･･････ ･･ 1 2 3 4
⑫私の社会的 なっ なが り は う わべだけ の
ものである････ ･ ･･ ･･････ 1 2 3 4
⑬私をよく知っている人はだれもいない ･ 1 2 3 4
⑭私はほかの人たちから孤立している ･･ 1 2 3 4
⑮私はその気になれば､人とつきあう
ことができる ････････････ 1 2 3 4
⑯私を本当に理解している人たちが
いる ････････････････ 1 2 3 4
⑰私はたい-ん引っ込み思案なのでみじめ
である ･･･････････････ 1 2 3 4
⑬私には知人がいるが､気心の知れた人
はいない ･･････････････ 1 2 3 4
⑲私には話し合える人たちがいる ････ 1 2 3 4
⑳私には頼れる人たちがいる ･･････ 1 2 3 4
間8 以下の①～⑦の項目について､あなた自身 にどの軽度当てはまります か ｡















れば､心の安らぎを得られるので好 1 2 3 4 5
きである････････････
⑥他人の干渉を受け ずに自由に行動で
きる状態を必要な時に確保すること 1 2 3 4 5
は重要である･･････････
⑦他人に邪魔されずに自分の意志で自
由に行動したい ･････････ 1 2 3 4 5
間9 以下の①～⑦の項 目 について､あなたはどの程度確保できていますかo





持っている････････････････ 1 2 4
④一人になりたい時や親しい人と二人きりで
いたい時にはいつでもそのようにできている 1 2 3 4
⑤自分の部屋で一人になることができれば､
心の安らぎを得られている ････････ 1 2 3 4
⑥他人の干渉を受けずに自由に行動できる状態を
必要な時に確保 している ･････････ 1 2 3 4
⑦他人に邪魔されずに自分の意志で自由に
行動している ･･････････････ 1 2 3 4
間 10 以下の①～⑳の項目について､あなた自身にどの程度あてはまり ます




②色々な良い素質をもっている ･･････ 1 2
③敗北者だと思うことがよくある ･････ 1 2 3
④物事を人並みには､うまくやれる ････ 1 2 3 4
⑤自分には､自慢できるところがあまりない 1 2 3 4 5
⑥自分に対して肯定的である ･･･････ 1 2 3 4 5
⑦だいたいにおいて､自分に満足している 1 2 3 4 5
⑧もっと自分自身を尊敬できるように
なりたい ･･･････････････ 1 2 3 4 5
⑨自分は全くだめな人間だと思うことがある 1 2 3 4 5
⑩何かにつけて､自分は役に立たない人間
だと思う･･･････････････ 1 2 3 4 5
間11 あなたは､配偶者に対して､どの程度､満足しておられますか｡
あてはまる番号に､_b Oをおつけ下さい｡
1. 非常に満足している 2. 少し満足している






























間 15 あなたは､間 12のお子さんに対して､どの程度､満足しておられます
か｡あてはまる番号に､1つ○をおつけ下さい｡
1. 非常に満足している 2. 少し満足している








1. 非常に満足している 2. 少し満足している





1･ 頼り合える友人 ･知人はいる 一塁=望-お進み下さい.
2･ 頼り合える友人 ･知人はいない 一塁呈皇-お進み下さい.






























































1.カルチャー センター などの民間団体が行う学習活動 1
2.公的機関が高齢者専用に設けている高齢者学級や
教養講座 1 2 3 4 5
3.公的機関や大学などが開催する一般市民向けの
公開講座 1 2 3 4 5
4.通信手段を用いて自宅にいながらできる学習 1 2 3 4 5
5.各種専門学校､大学や 大学院-の進学 1 2 3 4 5


















































3.地域行事に関するグループ活動 1 2 3 4 5
4.生活環境改善に関するグループ活動 1 2 3 4 5
5.安全管理に関するグループ活動 1 2 3 4 5
6.高齢者-の支援に関するグループ活動 1 2 3 4 5
7.子育て支援に関するグループ活動 1 2 3 4 5
8.その他 1 2 3 4 5
長時間にわたり､ご協力まことにありがとうございました｡
恐れ入りますが､記入もれがないかご確認下さい｡
同封の返借用封筒に入れて､ 5月23日 く火)までにご返送下さいますよう､
お願い申し上げます｡
